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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【転出】
・駒木　洋士様～東病棟合併症室→西病棟B29室
・上野　敦司様～東病棟D17号室→西病棟A49号室
・木村　正子様～東病棟B1号室→西病棟B30号室

【ユニット移動】
・大平　香奈様～東病棟A8号室→B1号室

＜患者様連絡事項＞
・寺地　啓喜様～発熱続いており、本日予定の対面面会キャンセルとなる。

・遠藤　ひとみ様～嘔気訴え有り。「ナウゼリンは夜間のみ1回」である為主治医に報告し、日中は不安時継続指示使用の指示となっている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中、脱衣や不穏さあり早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。ドア叩きあり。訪室、説明後も同行為見られている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将司様～時間隔離中。妄想言動や不穏さなし。ホールにて書き物をして過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
						
・長根　瞳様～身体拘束中。気分高揚さや危険行為は無し。拘束部位の循環障害や皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。


＜措置入院患者様ケース検討　＞
・藤井　崇史様～自室で大声を発したり壁ドア蹴りや被害妄想的訴えも聞かれることがある。措置解除に向け関係各所と連携を図っていく。

[bookmark: _GoBack]・三浦　華菜様～嘔吐続き点滴も継続となっている。不安などの訴えも続いている。措置解除に向け関係各所と連携を図っていく。

